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◆売上高　前年対比 （金額単位：千円）

9月度（単月） 前期：2022年1月期 当期：2023年1月期 前年同月比
乳児・知育玩具カテゴリー 117,907 155,033 131.5%
ドール・メイキングトイカテゴリー（注） 23,906 21,522 90.0%
屋内遊具・乗り物カテゴリー 57,450 48,610 84.6%
育児・家具カテゴリー、その他 16,183 17,752 109.7%
海外販売 240,374 394,226 164.0%

合計 455,819 637,143 139.8%
（注）旧女児玩具カテゴリー

2～9月度（累積） 前期：2022年1月期 当期：2023年1月期 前年同期間比
乳児・知育玩具カテゴリー 877,082 900,829 102.7%
ドール・メイキングトイカテゴリー（注） 170,165 154,497 90.8%
屋内遊具・乗り物カテゴリー 447,684 356,503 79.6%
育児・家具カテゴリー、その他 109,872 119,843 109.1%
海外販売 1,193,464 4,369,428 366.1%

合計 2,798,267 5,901,101 210.9%
（注）旧女児玩具カテゴリー

◆9月度新発売およびリニューアル商品

商品カテゴリー名 標準小売価格（税込）

ドール・メイキングトイ 「ねじハピすみっコぐらしワールドDIYセット」 ¥9,350 

育児・家具カテゴリー、その他 「ラッコハグ+（Plus）」ソフトアプリコット オープン価格

◆当月度概況

（ご参考）

四半期業績予想（2022年９月１日公表）

　2023年1月期第３四半期累計期間（2022年２月度～2022年10月度）業績予想

（単位：百万円）

2023年1月期第3四半期業績予想 前年同期間比（％）

売上高 6,283 174.7

営業利益 556 228.7

経常利益 546 225.7

四半期純利益 377 224.9

2023年1月期　９月度 月次業績動向（2022年8月21日~2022年9月20日）

商品名

2022年10月18日

海外販売において、主力の米国向け商品「Magna-Tiles」は、当９月度も一応の注文があったものの、数量は前月８月度をピー
クとして急減しており、ほぼ年末商戦を見越した量の出荷を終えつつあるものと見られます。これはコロナ禍の影響による生産

体制の不安定化を懸念し、早めに、大量に在庫を確保しておきたいディストリビューターと大手量販店の思惑による施策であり、

今後はその想定を上回るセルアウトがあれば追加オーダーが来るものと見られますが、想定通りかそれ以下のセルアウトにと

どまった場合１０月度以降は在庫販売に始終し、オーダーが全く来ないという可能性もあると見ています。

焦点となる期待の新シリーズ「Dino World」は、発売後のセルアウト動向を確認中で確たるデータは得られていないものの、当
社としては厳しい状況を想定しています。

国内販売では、前年同月に欠品のあった主力の知育玩具「やりたい放題シリーズ」をはじめ、「ピタゴラスシリーズ」等当月は

安定した出荷ができたこと、また、ドール・メイキングトイで人気の「ねじハピシリーズ」や育児カテゴリーの「ラッコハグ」も好調で、

ともに当月新発売商品の初回出荷も含み、国内販売全体で前年同月を上回る売上となりました。

以上の結果、海外・国内総合売上高は、９月度単月で、６億37百万円の前年同月比139.8％、２月度から９月度の累積で、59
億１百万円の前年同期間比210.9％となりました。

一方、「いきなり自転車シリーズ」の幼児向け車種（12インチ、14インチ）において、後輪ギア付近でお子様が手指をお怪我され
たこと（詳細は当ホームページにてお知らせしております）から、安全性を高めるための保護パーツを無償にてご提供等、対策

の準備に入っております。

そのため当車種は、このパーツ提供が可能となり再販できる12月初旬までの間、一時販売を休止いたしております。それに伴
い、自転車分野（屋内遊具・乗り物カテゴリーに含みます）では、10～12月度にかけて売上高の落ち込みが見込まれます。しか
しながら、当分野につきましてはすでに低迷が続き当社売上構成比率が低いことから、売上高見通しおよび対策に付随する諸

費用を含んでも、全体の業績に対する影響は軽微と見ており、現時点において2022年９月１日公表済みの当第３四半期業績予
想（下記（ご参考））につきましは、修正はありません。


